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広島県立世羅高等学校同窓会規約 

 
第１章 総則 

（名称） 
第１条 本会は、広島県立世羅高等学校同窓会と称する。 
（目的） 

第２条 本会は、会員相互の親睦を深めるとともに、広島県立世羅高等学校の発展に寄与す 
ることを目的とする。 
（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 
（１）会員名簿の管理、発行に関する事業 
（２）同窓会報その他出版物の発行に関する事業 
（３）会員相互の親睦のための事業 
（４）広島県立世羅高等学校を支援する事業 
（５）本会同窓会館の維持管理 
（６）前各号に定めるもののほか、本会の目的を達成するために必要な事業 

(事務所) 
第４条 本会は、事務所を広島県世羅郡世羅町本郷 870 番地に置く。 
２ 本会は、理事会の承認を得て、必要な地に支部を置くことができる。 

第２章 会員 
(会員) 

第５条 本会の会員は、次の各号に掲げる 3 種類とし、それぞれ当該各号に定める資格を有 
するものとする。 

（１）正会員 広島県立世羅高等学校（次のア及びイを含む。第 3 号において同じ。）を卒業

した者（広島県立世羅中学校の 3 年次又は 4 年次を修了し上級学校に進学した者並び

に広島県立世羅中学校及び広島県世羅高等学校並びに広島県立甲山高等女学校及び広

島県甲山高等学校に附設された新制中学校を卒業した者を含む。）並びに転校又は中途

退学した者で理事会が入会を承認した者。 
ア 私立甲西会、私立皎世館、世羅郡立世羅高等補習学校、世羅郡 13 町村組合立広島県

世羅中学校及び広島県立世羅中学校 
イ 広島県世羅高等学校並びに私立裁縫所、私立裁縫講習所、世羅女学校、世羅中学 講

習会、世羅郡立女子実業補習学校、世羅郡立女子裁縫学校、世羅郡立世羅女学校、世羅

郡立実科高等女学校、広島県世羅高等女学校、広島県立甲山高等女学校及び広島県甲

山高等学校  
（２）準会員 広島県立世羅高等学校に現に在学する者 
（３）特別会員 広島県立世羅高等学校に現に教職員として在職している者 
２ 会員は、氏名、住所等一身上の事項に異動があったときは、事務局に報告するものとす

る。 
（入会） 
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第６条 本会の会員となるには、理事会の承認を得なければならない。 
２ 準会員は、準会員として入会した時、理事会が別に定める入会費を納めなければならな

い。 
（会費） 
第７条 正会員は、理事会で別に定めるところにより会費を納めるものとする。 
２ 既納の会費は、理由の如何を問わず、これを返還しない。 
（会員名簿） 
第 8 条 本会は、会員の氏名、住所及び卒業年次・学科を記載した会員名簿を作成し、備え

おくものとする。 
（退会） 
第９条  会員は、次に掲げる事由によって退会するものとする。 

（１）会員本人の退会の申し出 
（２）死亡 

第３章 総会 
 (構成) 
第１０条 総会は、すべての正会員をもって構成する。 

(権限) 
第１１条 総会は、次に掲げる事項について決議する。 
（１）決算及び事業報告の承認 
（２）理事及び監事の選任 
（３）規約の変更 

 （４）重要な財産の取得及び処分 
 （５）前各号に掲げるもののほか、本会の運営に関する重要事項   
 (開催) 
第１２条 総会は、定期総会及び臨時総会とし、定期総会は毎年 7 月に開催し、臨時総会は

必要に応じて開催する。 
(招集) 

第１３条 総会は、理事会の決議に基づき、会長が招集する。 
（議長） 
第１４条 総会の議長は、会長が行う。 
（決議） 
第１５条 総会の決議は、出席した正会員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 
（議事録） 
第１６条 総会の議事については議事録を作成し、議長及び出席した理事 2 名が記名押印の

うえ保存する。 
第４章 役員 

(理事) 
第１７条 本会に理事を置き、その定数は２１人以上３０人以内とする。 
２ 理事は、本会の正会員の中から選任する。 
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３ 理事は、本会の業務に参画する。 
(監事) 

第１８条 本会に監事を置き、その定数は 2 人とする。 
２ 監事は、本会の業務及び会計を監査し、総会に報告するとともに、理事会に出席して意

見を述べる。 
(理事及び監事の選任方法) 

第１９条 本会の理事及び監事の選任は、総会において行う。 
(会長、副会長及び常任理事) 

第２０条 理事のうち、1 人を会長、5 人以内を副会長、4 人を常任理事、1 人を常任理事兼

事務局長とし、それぞれ理事会において互選する。 
２ 会長は、本会を代表し、本会の業務を統括する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、理事会において別に定めるところにより本会の業務を行うほ

か、会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、会長があらかじめ定める順序により、

その職務を代行する。 
４ 常任理事は、本会の業務を分担執行する。 

(任期) 
第２１条 理事及び監事の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに

関する定時総会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 
２ 補欠の役員の任期は、前任者の残任期間満了までとする。 
３ 増員により選任された理事の任期は、他の理事の任期の残存期間と同一とする。 
４ 役員は、後任者が選任されるまでの間は、その職務を行うことを妨げない。 
(顧問) 
第２２条 本会に顧問を置くことができる。 
２ 顧問は、広島県立世羅高等学校長の職にある者及び本会に特に功労があると認められる

者の中から会長が委嘱する。 
３ 顧問は、会長の諮問に応え、会長に対して意見を述べることができる。 

第５章 理事会 
（構成） 
第２３条 本会に、理事会を置く。 
２ 理事会は、理事をもって構成する。 

(権限) 
第２４条 理事会は、次に掲げる職務を行う。 
（１）本会の業務執行の決定 
（２）役員の職務執行の監督 
（３）役員の選任 
（４）規約の改廃 
（５）本会の予算及び決算 
（６）その他総会提出議案の審議 
(招集) 

第２５条 理事会は、会長が招集する。 



 4 / 5 
 

２ 会長が欠けたとき又は会長が事故あるときは、あらかじめ会長が定めた順序による副会

長が理事会を招集する。 
３ 理事会の招集は、開催の日 7 日前までに行わなければならない。ただし、緊急の場合は

この限りではない。 
（議長） 
第２６条 理事会の議長は、会長がその任に当たる。ただし、会長が欠けたとき又は会長に

事故があるときは、あらかじめ会長が定めた順序による副会長がその職務を代行する。 
（理事会の決議） 
第２７条 理事会の決議は、理事の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 
（職務の執行状況の報告） 
第２８条 会長は、毎事業年度のおおむね３月につき１回以上、職務の執行の状況を理事会

に報告するものとする。 
（議事録） 
第２９条 理事会の議事については、議事録を作成し、出席した理事２人がこれに記名押印

し保管するものとする。 
   第６章 常任理事会 
第３０条 本会に、常任理事会を置く。 
２ 常任理事会は、会長、副会長及び常任理事で構成する。 
３ 常任理事会は、本会の業務を執行するための必要事項を協議し、理事会へ提案する。 
   第７章 委員会 
（委員会の設置） 
第３１条 本会の事業を円滑かつ効率よく推進するために理事会に委員会を設置する。 
２ 委員会の委員は、会長を除く理事がこれに当たり、任務を分担する。 
３ 事務局長は、委員会の取り組み状況の把握に努める。 
４ 委員会の任務，構成及び運営に関し必要な事項は、理事会において別に定める。 

第８章 幹事  
 （幹事） 
第３２条 本会に、正会員との連絡を行うため、卒業年次ごとに幹事若干名を置く。 
２ 幹事は、本会の業務運営に協力し、各期の意見を集約し本会へ意見を届けるとともに、

理事会の業務運営を補佐する。 
３ 幹事は定期的に会員名簿を点検し、同卒業年次の会員の住所等の現況について、事務局

へ報告するものとする。 
 （当番幹事） 
第３３条 会長は、別に定める幹事の班編成をもとに、定期総会の企画運営に当たる当番幹

事について、期間を定めて指名するものとする。 
第９章 事務局 

（事務局） 
第３４条 本会の庶務を処理するため、事務局を設置する。 
２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 
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３ 職員は、会長が理事会の承認を得て任免する。 
４ 事務局の運営に関し必要な事項は、理事会が定める。 

第１０章 会計 
（会計年度） 
第３５条 本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 
（事業計画及び予算） 
第３６条 本会の事業計画及び予算については、事業年度開始の日の前日までに、事業計画

書及び収支予算書を作成し、理事会の決議を得て、結果を付し、定期総会に報告するもの

とする。 
（事業報告及び決算） 
第３７条 本会の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、事業報告書及び収支決

算書を作成し、監事の監査を受け、理事会の承認を受けなければならない。 
２ 前項の事業報告書及び収支決算書については、総会に提出し、その承認を受けなければ

ならない。 
  第１１章 個人情報の保護 

第３８条 本会は、業務上知りえた個人情報の保護に万全を期するものとする。 
２ 個人情報の保護について必要な事項は、理事会が別に定める。 
   第１２章 基金 
第３９条 本会は、理事会が別に定めるところにより、基金を設けることができる。 

第１３章 雑則 
第４０条 この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、理事会が別に定

める。 
 

附 則 
１ この規約は、平成２８年７月１６日から施行する。 
２ 広島県立世羅高等学校同窓会規約（昭和４５年８月１６日制定。以下「旧規約」という。）

は、廃止する。 
３ この規約施行の際、旧規約により選任されている会長、副会長，監事の役員は、この規

約による新役員の選出までの間は、この規約による会長、副会長、監事とみなし、それぞ

れの任務を行うものとする。 
４ この規約施行の際、旧規約により選任されている常任理事は、この規約による理事と読

み替え、理事の選出までの間は、その任務を行うものとする。 
５ この規約施行の際、旧規約による幹事及び当番幹事は、この規約による幹事及び当番幹

事とみなし、それぞれの任務を行うものとする。 
６ 第 6 条第 2 項の入会費の納入については、平成 29 年度に新たに入学した準会員から適

用する。 
  附 則 
この規約は、令和元年７月１３日から施行する。 

 


